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可能であった 13名については初診時 (Aステージ)に加えて次の 3 ステージについて同様の資料を採得





て平均波形とした上，次の 4 項目について筋活動を評価した。筋活動の程度を現す項目 (TNA) に関
しては，舌の最大前方突出時の最大振幅値の平均に対する唾液膜下時の最大振幅値の平均の比(百分率)
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として求めた。筋放電時間に関する 2 項目については，予め定めた threshould により膜下時の筋電波形
を，最初に認められる強い放電の部分と膜下終了後にも持続的に認められる弱い放電の部分に分け，前








3. 患者群と対照群との間で筋活動を比較したところ， Aステージでは 4 項目ともに大きい値を示した。
B ステージでは SPOを除く他の 3 項目はすべて患者群の方が有意に大きく， C ステージではTNA ，
D-l の 2 項目のみ患者群の方が有意に大きく， Dステージでは 4 項目とも両群間で有意の差を示さ
なかった。
4. 患者群の治療に伴う筋電図計測値の変化については， Aから B ステージにかけ， TNA , SPO は
各々有意の増加，減少を示した。 B から C ステージにかけてTNA ， D-l について， Cから Dステー




では数項目に有意の相関が認められたが， B ステージでは相関は認められず， Cから D ステージかけ
て若干の項目について有意の相関が認められるようになった。
7. 患者群C ステージにおける筋活動 (D- 2) と，手術後の形態の変化量 (overbite) との聞に有意
の相闘が認められた。
以上より，舌位置に影響を与えるような特別の状況(肩桃肥大など)下にない限り，聴下時および安
静時の舌の筋活動は外科的矯正治療によって得られた新たな顎・顔面頭蓋形態に対して個体差をあるも
のの，全体として経時的に順応していくことが明らかとなり，口顎系における形態と機能との聞に密接
な関連があることが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は成人骨格性下顎前突患者の外科的矯正治療に伴う形態変化を頭部X線計測学的に，また舌の
機能については新たに開発した電極を用いて筋電図学的に把握し，それぞ、れについて経時的に調査する
ことにより形態と機能との関連を検討したものである。
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その結果，治療前に，肩桃肥大など舌の位置に特に影響を与えるような状況にない場合，瞬、下時およ
び安静時の舌の機能は外科的矯正治療によって得られた新たな顎・顔面頭蓋形態に対して経時的に順応
していくことが明らかとなった。
本論文は，外科的矯正治療によって大幅な口腔の形態変化が生じた際，舌が形態的・機能的にどのよ
うに対応するかについて重要かっ新たな知見を示したものであり，骨格性下顎前突患者の外科的矯正治
療の進歩に大きく貢献する価値ある業績である。よって本研究者は歯学博士の学位を得るに十分な資格
があるものと認める。
-346-
